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南房総から得られた北限記録のクラカケエビス（イットウダイ科）

秋山天汰 1・川瀬裕司 2

A single specimen of the Silverspot Squirrelfish, Sargocen-
tron caudimaculatum (Rüppell, 1838) (Holocentridae), was 
collected along the quay of Amatsu Fishing Port, on the southern 
Boso Peninsula, Chiba Prefecture, Honshu, Japan in December 
2022. Until now, the northernmost record of this species in Japan 
was from Shima, Mie Prefecture. Therefore, the present speci-
men represents the northernmost known distributional record of 
the species in Japan.
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 Abstract

イットウダイ科魚類は，大西洋およびインド・太平

洋の熱帯域に分布し (Nelson et al., 2016)，日本から 6属

41種が報告されている（本村，2025）．クラカケエビス

Sargocentron caudimaculatum (Rüppell, 1838)は，日本国内

では鹿児島県以南の島しょからの記録が多く (例えば，江

口・本村，2016)，本州では和歌山県と三重県から合計 3

個体の記録があるのみである（堺・國島，2023；久保ほか，

2024）．

本研究では，千葉県鴨川市で採集されたイットウダイ

科の 1個体がクラカケエビスと同定された．本個体は，本

種の標本に基づく北限分布記録を更新するため報告する．

材料と方法
2022年 12月 24日に千葉県鴨川市の天津漁港の岸壁で，

釣り用のタモ網（柄長 6 m，網目 10 mm×5 mm）により，

水面付近に浮上していた本個体を採集した．採集時には衰

弱しており，アクリル水槽（45 cm × 30 cm × 30 cm）で飼

育を試みたが，翌日に死亡した．このため，本個体を水道

水とともにポリ容器に入れて冷凍保存した．2024年 9月

16日に本個体を解凍して，各鰭を整形した後 10%ホルマ

リンで約 3カ月間固定し，70%エタノール水溶液に置換

した．本個体の計数と計測方法は中坊・中山（2013）に従

い，体の各部位はデジタルノギスを使用して 0.1 mm単位

で計測した．本標本は，千葉県立中央博物館分館海の博物

館魚類標本（CMNH-ZF）として登録・保管されている．

Sargocentron caudimaculatum (Rüppell, 1838)

クラカケエビス
（Fig. 1）

標本　CMNH-ZF18399，体長 55.7 mm，全長 68.1 mm，

千葉県鴨川市天津，天津漁港（35°07′23.7″N, 140°09′ 

49.3″E），2022年 12月 24日，タモ網，秋山天汰採集．

記載　背鰭鰭条数Ⅺ, 15；臀鰭鰭条数Ⅳ, 9；胸鰭鰭条

数 14；腹鰭鰭条数 Ⅰ, 7；側線有孔鱗数 40；背鰭棘条部中

央下側線上方横列鱗数 2.5．

体各部に対する体長の割合 (％ )：体高 36.8；体幅

16.3；頭長 34.1；吻長 7.4；眼径 13.1；両眼間隔 7.4；上

顎長 13.1；前鰓蓋骨隅角部棘長 5.2；尾柄高 9.5；尾柄長

17.8；背鰭前長 37.9；臀鰭前長 73.4；腹鰭前長 40.4；背鰭

第 1棘条長 8.6；背鰭第 2棘条長 11.7；背鰭最長棘条長（第

4棘）13.6；背鰭第 11棘条長（最終棘）3.6；臀鰭第 1棘

条長 1.1；臀鰭第 2棘条長 3.6；臀鰭第 3棘条長 21.4；臀鰭

第 4棘条長（最終棘）14.7；胸鰭長 24.4；腹鰭長 25.5．

体各部に対する頭長の割合 (％ )：吻長 21.6；眼径

38.4；両眼間隔 21.6；尾柄高 27.9；胸鰭長 71.6；腹鰭長

74.7．

体は側扁し，吻は尖る．体高は，背鰭第 3–4棘間基部

で最大になり，体長の 36.8％と高い．体背縁は吻端から背

鰭第 3–4棘間まで上昇し，背鰭第 1軟条基部まで緩やかに

下降した後，背鰭第 15軟条まで下降する．体腹縁は下顎
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Fig. 1. Sargocentron caudimaculatum (CMNH-ZF18399, 55.7 mm SL) from Amatsu, southern Boso Peninsula, Japan: (A) live 
individual, (B) specimen thawed after freezing, and (C) specimen preserved in 70% ethanol.
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の先端から前鰓蓋骨隅角部の直下付近まで下降し，臀鰭

第 1棘条まで体軸と平行になり，その後尾柄部にかけて上

昇する．眼は大きく，円形．両鼻孔は眼の直前にある．口

は端位で，上顎と下顎の先端の位置はほぼ等しい．前鰓蓋

骨隅角部に強くて長い1棘がある．主鰓蓋骨は，右側に2本，

左側に 3本ある．背鰭起部は主鰓蓋骨後端直上よりやや前

方に位置し，主鰓蓋骨後端直上には背鰭第 2棘基部が位置

する．背鰭棘長は第 11棘（最終棘）で最短となり，最終

棘の基部は後ろから 2番目の棘（第 10棘）と第 1軟条と

の中間付近に位置する．背鰭軟条は臀鰭起部の直上からは

じまり，第 1軟条のみが不分枝で残りは分枝する．背鰭棘

条部の鰭膜は切れ込む．胸鰭基底は背鰭第 2–4棘間の直下

に位置する．腹鰭起部は背鰭第 3–4棘間の直下に位置する．

胸鰭後端は背鰭第 8棘基部の直下付近に位置する．臀鰭起

部は背鰭第 1軟条の直下付近に位置する．尾鰭は深く湾入

する二叉型で，先端は丸みを帯びる．鱗は櫛鱗で固い．

色彩　生時の色彩（Fig. 1A）―吻から背鰭軟条起部の

直下付近までは赤色．背鰭軟条部の直下付近から尾柄部に

かけては，白みを帯びたピンク色．背鰭軟条部，臀鰭，尾

鰭，胸鰭，および腹鰭の鰭膜は，赤みを帯びた半透明．尾

柄部の背側前方に白色の鞍上斑がある．主鰓蓋骨の最上棘

周辺に薄紫色の斑点がある．前鰓蓋骨の縁辺が白く縁取ら

れる．虹彩は黒色で，瞳孔の周りは赤色で縁取られる．

冷凍後の色彩（Fig. 1B）―吻から背鰭軟条起部の直下

付近まで，生時は赤色であったが，約 2年間冷凍保存した

後に解凍した個体では黒みを帯びた赤色へと変色した．背

鰭軟条部の直下付近から尾柄部にかけて，生時は白みを帯

びたピンク色であったが，冷凍保存後は白みを帯びた赤色

へと変色した．背鰭軟条部，臀鰭，尾鰭，胸鰭，および腹

鰭の鰭膜は，生時と同様赤みを帯びた半透明で，背鰭棘条

部の第 1–3棘間の鰭膜には黒色斑が認められた．生時，尾

柄部の背側前方に見られた白色の鞍上斑，主鰓蓋骨の最上

棘周辺に見られた薄紫色の斑点は確認できなかった．

固定後の色彩（Fig. 1C）―固定処理から 3カ月を経た

標本では，生時に赤色であった箇所が茶色になり，白みを

帯びたピンク色であった箇所は薄茶色に変色した．背鰭軟

条部，臀鰭，尾鰭，胸鰭，および腹鰭の鰭膜は生時，赤み

を帯びた半透明であったが，固定後は赤みを失い半透明に

変色した．背鰭棘条部の第 1–3棘間の鰭膜に見られた黒色

斑は，固定後も確認された．

分布　紅海を含むインド・太平洋に分布する（Randall, 

1998；林，2013）．日本国内では，千葉県鴨川市天津，三

重県志摩市御座と尾鷲市九鬼町，和歌山県串本，高知県柏

島，小笠原諸島の兄島と父島，南鳥島，大隅諸島の硫黄島，

馬毛島，種子島，屋久島，口永良部島，口之島，奄美大

島，徳之島，沖永良部島，沖縄島，伊江島，渡嘉敷島，南

大東島，宮古島，伊良部島，石垣島，西表島，与那国島か

ら記録されている（Shimizu and Yamakawa, 1979；市川ほか，

1992；清水，1997；鈴木・片岡，1997；国安，1999；吉郷，

2004; Senou et al., 2006, 2007；渡井ほか，2009; Motomura et 

al., 2010；林，2013；西山，2013；佐々木ほか，2014；江

口・本村，2016; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017; Koeda and Akita, 2018；中江，2018; Nakae et al., 2018; 

Motomura and Uehara, 2020； 和 田 ほ か，2021; Jeong and 

Motomura, 2021; Motomura, 2023；堺・國島，2023；久保ほ

か，2024；本村，2025；本研究）．

備考　本標本は，前鰓蓋骨隅角部に強くて長い 1棘が

あること，臀鰭軟条数が 9であること，背鰭棘条部の最終

棘（第 11棘）が後ろから 2番目の棘（第 10棘）と第 1軟

条との中間付近に位置すること，背鰭棘条部中央下の側線

上方横列鱗数（TRac）が 2.5であること，側線有孔鱗数が

40であること，生時に尾柄部が白みを帯びることなどの

特徴から，クラカケエビスと同定された．

第 1著者は，本標本を採集した天津漁港で，2019年か

ら週に 1–5回程度，たも網により魚類を採集している．こ

の漁港内の岸壁付近では，外房地域にある漁港でも熱帯性

魚類の幼魚が出現しやすく，毎年 6月から翌年 1月にかけ

て多くの種が確認されている．例えば，チョウチョウウオ

科ではこれまでに 10種が採集または目視確認されており，

特にチョウチョウウオ Chaetodon auripes Jordan and Snyder, 

1901とハタタテダイ Heniochus acuminatus (Linnaeus, 1758)

が多く出現する．しかしながら，イットウダイ科魚類の出

現は稀で，これまでに採集されたのは本研究のクラカケエ

ビスと，2023年 1月に採集されたイットウダイ属の 1種

の 2個体のみである．また，第 2著者の所属する博物館で

は，南房総沿岸で魚類標本を網羅的に収集しているが，こ

れまでに港の岸壁や潮間帯でイットウダイ科の幼魚が採集

された記録はない．

2017年 8月に黒潮大蛇行が発生し，2025年 4月現在も

継続しており，1965年以降で最も長く継続している（気

象庁，2025; JAMSTEC, 2025）．黒潮大蛇行が発生すると，

房総半島南部の東岸を沿うようにして北上するため，海水

温が上昇しやすくなる．千葉県館山市沿岸の岩礁域にお

ける海水温計測によると，黒潮大蛇行が始まった翌年度

以降の冬期に日平均海水温が 15℃を下回ることはほとん

どない．さらに，黒潮大蛇行前後で年間最低となる月平

均海水温を比較すると，14.8℃から 16.3℃に上昇してい

る（川瀬，未発表）．黒潮大蛇行が長期間続くと，通常は

房総半島沖を東へ流れる黒潮続流が北偏することがあり，

三陸沖ではかつてない高水温が記録されている（Sugimoto 

et al., 2025）．実際，千葉県，茨城県，宮城県の沿岸から

は，初記録の熱帯性魚類が多数報告されている（百瀬・尾

山，2024：外山ほか，2024, 2025；櫻井ほか，2024；鈴木

ほか，2025）．これらの報告では，イットウダイ科ではア
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ヤメエビス Sargocentron rubrum (Forsskål, 1775)の幼魚が宮

城県石巻市（櫻井ほか，2024），ナミマツカサ Myripristis 

kochiensis Randall and Yamakawa, 1996の幼魚が茨城県ひた

ちなか市（外山ほか，2024）から記録されているが，本種

は記録されていない．
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